
基金の運用状況 

（１） 職員厚生資金貸付基金 

この基金は、原資 5,200 万円、年利 1.26％で運用されている。運用状況は、次のとお

りで、貸付人員 3 人に対して貸付額 230 万円、償還元金 272 万円、貸付利息 9 万円となっ

ている。 

なお、貸付利息 9 万円は、令和元年度一般会計歳入(財産収入)に受け入れられている。 

 

(単位：千円、％)

基 金 平成30年度末

( 原 資 ) 現 金 残 高 償 還 額 貸 付 額 現 金 残 高 未償 還額

(A) (B) (C) (D) （E＝B＋C－D) (F＝A－E) (D/A×100) (F/A×100)

52,000 44,512 2,727 2,300 44,939 7,061 99 4.4 13.6

貸付
利息

第64表　職員厚生資金貸付基金の増減状況

令和元年度中 令 和 元 年 度 末
貸 付 率回 転 率

 

 

 

（２） 用品調達基金  

この基金は、原資 700 万円で運用されている。 

運用状況は次のとおりで、用品交付額は 6,993 万円となっている。 

なお、運用により 33 万円の運用益金が発生しており、令和 2 年度一般会計歳入(財産収

入)に受け入れる。 

 

(単位：千円、回)

平成 30年度末 令 和 元 年 度 中 令和元年 度末

現 在 高 増 減 額 現 在 高

(A) 7,000 0 7,000 

(B) 6,466 △ 3,735 2,731 

(C) 1,488 △ 434 1,054 

(D) 72,707 △ 3,883 68,824 

(E) 72,818 △ 2,881 69,937 

(F) 10,084 △ 2,562 7,522 

(G) 9,477 1,939 11,416 

(H) 347 △ 14 333 

(I) 10.4 ― 10.0 

(注1) 運用益金（H）＝（B）+（C）+（G）-（A）-（F）

基 金

現 金

(注2) 令和元年度末現在高の現金2,731千円は、平成30年度末現在高の運用
　　益金347千円を含む。

第65表　用品調達基金の増減状況

回 転 数 (E)/(A)

区　　　分

未 収 金

運 用 益 金

用 品 交 付 額

未 払 金

用 品

購 入 総 額
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（３） 土地開発基金  

運用状況は次のとおりで、令和元年度末の現在高は 13億 7,570万円(現金 2億 1,725万円、

債権 11 億 5,845 万円)となっている。 

     

(単位：㎡、千円)

平成 30年度末 令 和 元 年 度 末

現 在 高 増 加 減 少 計 現 在 高

(A) (B) (C) (D＝B－C) (A＋D)

土 地 (面 積 ) 136,944.92 653.02 0.00 653.02 137,597.94

現 金 248,021 24,263 55,027 △ 30,764 217,257

債 権 1,127,687 55,027 24,263 30,764 1,158,451

合　　計 1,375,708 79,290 79,290 0 1,375,708

(注)土地は、債権の根拠となる面積の値である。

第66表　土地開発基金の増減状況

区 分

令 和 元 年 度 中

 

 

（４） 奨学基金  

この基金は、原資 5,684 万円で運用されている。 

運用状況は次のとおりで、令和元年度貸付者は新規 13 人を含め 31 人(高等学校 11 人、大

学 20 人)で、貸付額は 828 万円となっている。 

令和元年度の償還予定額 577 万円(現年度分 345 万円、過年度分 232 万円)に対する償還額

は 381 万円(現年度分 303 万円、過年度分 78 万円)で、滞納額は平成 30 年度より 37 万円減

少して 195 万円となっている。 

なお、令和元年度末未償還額は、3,817 万円(平成 30 年度末 3,370 万円)となっている。 

 

(単位：千円、％)

基 金 平成30年度末

( 原 資 ) 現 金 残 高 原資増額・ 貸 付 額 現 金 残 高 未 償 還 額

(A) (B) 償還額　(C) (D) (E＝B＋C-D) (F＝A-E) (D/A×100) (F/A×100)

56,849 23,140 3,815 8,280 18,675 38,173 14.6 67.1

第67表　奨学基金の増減状況

令 和 元 年 度 中 令和元年度末
貸　付　率回　転　率

 

 

 

 

 

- 65 -



- 66 -


	R01 110【一般会計】製本　①04 意見書 概況
	（１） 決算の状況　(資料1　P68～69)
	（２） 歳入決算の状況　(資料2　P70～71)
	（３） 歳出決算の状況

	R01 120【一般会計】製本　②02 歳入 意見書
	(１) 一般会計歳入

	R01 140【特別会計】製本　④02 意見書
	（1） 決算の状況
	（４） 介護保険事業特別会計(保険事業勘定)

	R01 150【一般会計】製本　⑤05 意見書 普通会計
	（３） 義務的経費の推移
	（５） 財政力指数等の推移
	（６） プライマリーバランスの推移
	５　財産の状況
	（１） 公有財産
	（２） 物　品
	（３） 債　権
	令和元年度末の現在高は、5億5,184万円であり、市民税(特別徴収分)の増などにより当
	年度中に2,040万円(3.8％)増加している。
	（４） 基　金
	令和元年度末の現在高は、96億1,281万円であり、平成30年度末と比べて1億4,751万
	円(1.6％)増加している。なお、出納整理期間中の増減を加味した金額は、129億7,847万円であり、平成30年度と比べて33億9,787万円(35.5％)増加している。

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	
	6　むすび

	空白ページ
	
	（２） 一般会計歳出

	空白ページ
	
	基金の運用状況

	
	資料1　歳入歳出決算総括表
	資料2　歳入決算一覧表
	資料3　各会計歳入年度比較
	資料4-1　款別歳入【一般会計】
	資料4-2　款別歳入【特会】1
	資料4-3　款別歳入【特会】2
	資料5　各会計不納欠損額及び収入未済額一覧
	資料6　歳出決算一覧表
	資料７　各会計歳出年度比較
	資料８-1　款別歳出【一般会計】
	資料８-2　款別歳出 【特会】 
	資料９　繰越・不用額

	
	（１） 支出済額の推移
	（２） 性質別経費の推移

	
	（５） 介護保険事業特別会計(介護サービス事業勘定)




